
編
集
室
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今
号
の
ト
ッ
プ
記
事
、「
久
野
修
慈
理

事
長
に
聞
く
」は
、紙
数
の
都
合
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
内
容
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ
だ
け
、
小
欄
を

借
り
て
ご
披
露
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
久
野
理
事
長
が
紹

介
さ
れ
た
『
気
骨
の
判
決　

東
條
英
機
と

闘
っ
た
裁
判
官
』（
清
水
聡
著
、新
潮
新
書
）

と
い
う
著
書
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
の
夏
発
行
さ
れ
た
同
著
は
、
軍
部
の

暴
走
が
続
き
、
国
民
の
選
挙
権
ま
で
が
妨

害
に
さ
ら
さ
れ
た
中
で
行
わ
れ
た
昭
和
17

年
の
「
翼
賛
選
挙
」
に
対
し
、
戦
時
中
唯

一
下
さ
れ
た
「
選
挙
無
効
」
判
決
を
検
証
。

命
を
懸
け
て
そ
の
判
決
を
下
し
た
大
審
院

（
現
最
高
裁
）
判
事
、
吉
田
久
（
敬
称
略
、

以
下
同
）
の
業
績
を
探
究
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
法
学
院
（
現
中
央
大
学
）
卒
後
、

学生記者が取材・編集する大学広報誌

法
曹
界
入
り
し
た
吉
田
は
、
民
法
の
権
威

で
、
判
事
の
傍
ら
母
校
で
80
歳
ま
で
教
鞭

を
と
り
続
け
ま
し
た
。

　

著
者
は
、
吉
田
を
知
る
人
を
丹
念
に
探

し
訪
ね
て
取
材
し
て
い
ま
す
が
、
久
野
理

事
長
も
そ
の
一
人
で
し
た
。
昭
和
34
年
か

ら
２
年
間
、
吉
田
の
自
宅
で
書
生
を
し
て

い
た
か
ら
で
す
。

　

久
野
理
事
長
に
取
材
し
た
内
容
が
数

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
で
、

当
時
、
中
央
大
学
大
学
院
の
院
長
だ
っ
た

吉
田
に
久
野
青
年
が
、「
正
義
と
は
何
か
」

と
問
う
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
と
き
吉
田
は
、
こ
う
短
く
答
え
て

い
ま
す
。

　

「
正
義
と
は
、
倒
れ
て
い
る
お
ば
あ
さ

ん
が
い
れ
ば
、
背
負
っ
て
病
院
に
連
れ
て

行
っ
て
あ
げ
る
よ
う
な
こ
と
だ
」

　

け
だ
し
、
金
言
で
す
。
吉
田
の
人
間
性

を
見
た
思
い
が
し
た
の
で
し
た
。

 

（
入
学
企
画
課　

伊
藤
博
）
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「想像」から｢創造」へ至る源泉
　その昔、多少曖昧だが、「想像」ではなくて「創
造」にこそ価値があると、学校の教員にも言わ
れ、世間でも言われていた記憶がある。理科系
の大学卒業生がもてはやされ、大学進学生にも
人気のあった頃である。そのころは、まだ「想
像」の方が足らない、おかしいというような危
機感はなかったと記憶している。
　開高健の『裸の王様』では、時や場所という
背景についての情報がないまま童話を聞かされ
た児童が、聞かされた童話を自己の経験に照ら
し合わせて再構築し、童話の本質を紙の上に見
事に描き出したが、このように、想像から創造
に至る源泉は経験であると思われる。最近、想
像が貧困であったり、妄想に変質したり、再構
築ができないために事件を起こしたと思われる
報道が続いている。要因の一つに経験の不足（特

に幼児期）ないし貧困が考えられる。経験とは、
個人の歴史と言ってもよい。幼児期から現在ま
で、いかに、外界（環境要因のすべて）と接触
してきたかということである。その中では、あ
る時期、一貫した論理性に守られて、快い経験
を重ねるということも必要なのかもしれない。
　しかし、ここに来て、我々は、経験に値する
環境を徐々に失ってきているのではないかと危
惧する。あるいは一部バーチャルな環境に置き
換わり、変質してきているのではないか。
　その結果、「創造」に至る前に、具体概念でも、
抽象概念でも、思い描くという想像力に画一化
が生じてきていると考えられないか。
　時代の進行に伴って、我々の環境も画一化が
進んでいるのかもしれない。このようなとき、
まずは、個人が自分（と自分の家族）の環境に
ついて注意を向けなければならないだろう。自
然にも人間にも、外界に触れることを恐れず、
積極的に豊穣な経験を積まなければならない。

入学センター事務部長　宮﨑　寛


